
福島と宮城で震度 6 強  M7.3 と推定  津波の心配なし   

２０２１年２月１３日深夜、突然ぐらぐらガタガタと大きく揺れる震度 6強の地震。 

１０年前の震災が脳裏をよぎる。 

今回の地震では津波の心配がなく安堵した。被害の状況は大きく建物が倒れるなどは、な

かったが、新幹線の電柱や橋げたに被害が発生。１０日間ほどで再開したが・・１ヶ月は

徐行運転でのスタートとなった。 

宮城県内の塩釜市、多賀城市、山元町などは水道断水もあり１・２週間は給水車にお世話

になる。停電個所は少なかったが、エレベーターの停止や、コンピュータシステム障害、

スプリンクラー障害での水漏れ等々多方面において被害が続失！ 
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